
 

事例名 

生成 AIを利用して小論文を書く活動 

校種・学年 高等学校・１年 

教科・科目・単元・題材 国語科・現代の国語・書くこと 

学校名〈任意〉 京都府立亀岡高等学校 事例報告者氏名〈任意〉 遠藤 拓人 

機能名（アプリ名） 
・ロイロノート（小論文の執筆・提出） 

・生成 AI（Microsoft Copilot） 

ICT活用のポイント 

３つのテーマから 1 つを選び、600 字程度の小論文を書く活動。生成 AI については、「自分が書いた文章

を添削してもらう」「書き出しや構成が思いつかないときに、案を提示してもらう」「上手く文章にできない自分

の考えを言語化してもらう」など、使い方の例を提示した。また、あくまで生成 AI を使う目的は自分の文章のレ

ベルアップであり、必ず生成AIと対話をしたうえで書くこと（分からない言葉を提示されたら、「どういう意味？」

と聞くなど）を伝えた。 

活用場面 

①現代の情報社会について 3つのテーマから 1つを選ぶ。 

②タブレット端末を用いて、テーマについて情報収集を行う。 

③②を踏まえて自分の考えを整理し、小論文の構成を考え「構成メモ」シートに書く。 

④生成 AIを適宜活用し、ロイロノートのカードに打ち込む形で、清書を行う。 

  生成 AIを用いた部分は、それが分かるよう、色を変えたり傍線を引いたりする。 

⑤提出箱を匿名で共有し、他の生徒の文章にコメントする。 

◆ ②の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※③④は裏面に添付 

授業者のコメント・児童生徒の主な反応等 

自分が文章を書くうえで苦手としている点を、生成 AI を活用して改善しようとしている生徒が多くいた。例え

ば、言いたいことがまとまらず文章全体が長くなってしまう生徒は、生成 AI に内容を 600 字程度になるよう添

削してもらい、そこから自分で推敲するという使い方をしていた。また、「一文が長くなってしまうので、そこを AI

が短くまとめてくれたから、読みやすい文になった」という生徒もいた。AI を使ったうえで、どこまで自分の色を

出せるかという点に、様々工夫をしていたようである。 



◆ ③の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ④の例） 


